
                         

新たな１年を迎えて 
校 長  田 中   努 

2026年（令和 8年）がスタートしました。 

初日から森中生のさわやかな笑顔と挨拶に触れることができ、改めて喜びを感じたところです。
冬休み中、子どもたちに関わる事故等の報告ありませんでした。ご家庭や地域の皆さまのご指導
や見守りのおかげと思っております。改めてお礼申し上げます。 

さて、登校初日の「冬休み後集会」では、私から子どもたちに次のような話をしました。 

私たちには、「現状維持バイアス」（「今のままでいたい！ 変え
るのは怖い！」という、心にかかる強力なブレーキのこと）がある
と言います。 

例えば、①毎回同じお店にいって同じものを注文する ②スマ
ホのプランが他社の方が安いのを知っていてそのまま使う ③
「もう何年も着ていない服」を捨てられない などです。脳の働き
を理解したうえで、新たなことに挑戦してもらえたらと思います。
まずは、自分の好きなこと・やりたいことを 1 つ追加することから
はじめてみましょう。スコラ手帳に記入してみましょう。1 年後きっ
と大きな成長につながっているはずです。 

３月の卒業式、修了式を笑顔で迎え、新たな成長した姿で式

に臨むことができたらこれほどうれしいことはありません。 

保護者の皆さま、地域の皆さま 改めて、本年もどうぞよろしく

お願いいたします。                                          
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【目指す生徒の姿】  

「正しく判断する生徒 互いに高めあう生徒 ねばり強くやりきる生徒」 

森町立森中学校 学校だより  
令和８年１月３０日（金）  

第１０号 

 

さわやか森中 

 さわやか森中生 

皆さんの元気な姿を見られて、本当に嬉しいです。 

休み前に「命」、「自分自身のアップデート」について話をしましたが、多くの人がアップデートで

きたようですね。 

アメリカの作家、ジャック・キャンフィールドさんの言葉を紹介します。 

「いつもしていることをし続けていれば、いつも得ているものしか手に入らない。」 

みなさん、行動を変えましょう。多くのことにチャレンジする 1年にしてください。 

 



中体連スキー大会

アンサンブルコンテスト銀賞

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

渡島中体連スキー大会 

白石小夏（１年)女子アルペン渡島１位 

北海道中学校スキー大会 

川戸樹里（２年）SL・GSL出場 

白石ひかる（２年）SL・GSL出場 

白石小夏（１年）SL・GSL出場 

 

 

金管六重奏 

小杉妃彩（２年） 川端あかり（２年）  

金澤蓮花（２年） 石黒美月（２年） 

長谷川奨（２年） 岩本花希（１年） 

 
＜２月 行事予定＞ 
３日（火）部活動なし 

４日（水）１・２年学力テスト 

部活動なし 

森町 PTA 連合モルック大会 

 ８日（日）高専一般入試         

１０日（火）公立高校推薦入試  

１１日（水）建国記念日 

１２日（木）部活動なし 

公立高校出願状況最終発表 

１３日（金）ソーシャルスキル授業（２年生） 

私立高校一般入試 

１６日（月）部活動なし 

１７日（火）部活動なし 

１８日（水）部活動なし 給食なし 

１９日（木）１・２学年末テスト 

部活動なし 給食なし 

２０日（金）１・２年学年末テスト 

部活動なし 給食なし 

２３日（月）天皇誕生日 

２５日（水）部活動なし 

２７日（金）各種委員会 部活動なし 

ホームページはこちらから 
https://mori-c-hokkaido.edumap.jp/  

 

令和７年度 保護者の皆様による学校評価結果報告（単位％） 

 

 日頃より本校の教育活動にご理解とご協力をいただき誠にありがとうございます。また、お忙しい中 Forms
でのご回答に協力くださり感謝申し上げます。分析につきましては「十分である」「おおむね良い」を『肯定的
なご意見』、「あまり良いとはいえない」「不十分である」を『課題のご指摘』と考えました。 
多くの項目で令和６年度と比較し、肯定的なご意見をいただきました。その中で、①の重点教育目標に関わ

る項目、②③の学習面に関わる項目について、教育活動の効果的な推進と ICT 活用の充実・授業改善において
成果が現れた項目と捉えることができます。引き続き、子どもたちの学びの保障と充実に向けて取り組んで参
ります。⑦の項目につきましては課題のご指摘と捉えています。心の教育、道徳授業の充実を進め、望ましい
人間関係について考える機会を設けていきたいと考えます。 
学校へのご意見として「iPad の使用制限について」いただいておりました。子どもの主体的な学びと ICT 活

用の観点から制限については設けていませんが、使用時間の管理等自己調整力の育成にむけて取り組んでまい
ります。保護者の皆様からの評価をよりどころの一つとして、令和８年度へ向けて改善していきます。 

https://mori-c-hokkaido.edumap.jp/

